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佐久地区のこれまでの取組経過

・Ｈ１５年「佐久地区野生鳥獣保護管理対策協議会」設立

広域的・効果的な被害対策を検討（市町村・ＪＡ等）

・Ｈ１９年「長野県野生鳥獣被害対策本部」の設置に合わせ、「佐久地
区野生鳥獣被害対策チーム」を設置した。

・南佐久地区は野菜地帯で、農地がまとまっていたり、農家組織がし
っかりしており、電気牧柵での対策が行われていた。

・Ｈ２０年 国の「野生鳥獣被害防止総合対策事業」のスタートにより
、物理柵の設置が進んだ。



侵入防止柵の整備情況及びＨ２２年計画（Ｈ２２．５月現在） （単位：Ｋｍ）

対象鳥獣
整備内容

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

南佐久郡
ニホンジカ
イノシシ

侵入防止柵
(物理柵･電気柵等)

25.30 侵入防止柵
(物理柵･電気柵等)

254.80 侵入防止柵
(物理柵･電気柵等)

100.10

反射板 2.0 反射板 2.0 反射板 2.0 

小海町
ニホンジカ

侵入防止柵
(物理柵･電気柵)

11.0 
侵入防止柵
(物理柵･電気柵)

56.0 侵入防止柵
(物理柵･電気柵)

30.0 

反射板 2.0 反射板 2.0 反射板 2.0 

イノシシ 進入防止柵 5.0 進入防止柵 10.0 進入防止柵 10.0 

川上村 ニホンジカ 進入防止柵 109.0 進入防止柵 32.0 

南牧村 ニホンジカ 侵入防止柵 4.4 侵入防止柵 44.2 侵入防止柵 9.0 

南相木村
ニホンジカ
イノシシ

物理柵 1.0 物理柵 22.0 物理柵 10.5 

電気柵 1.0 電気柵 0.1 電気柵 0.5 

北相木村 ニホンジカ

物理柵 1.8 物理柵 4.6 物理柵 7.0 

電気柵 0.1 電気柵 0.1 電気柵 0.1 

佐久穂町 ニホンジカ 防護柵 1.0 防護柵 8.8 防護柵 1.0 



 南佐久で進む物理柵設置

近江屋ロープ パネル式スカート付き 単管パイプ＋ワイヤーメッシュフェンス



北原電牧 金網フェンス（ヒンジクロス） 日亜鋼業 金網フェンス（タイトクロス）



南牧村 物理柵施工図



 物理柵設置事例調査から見えた課題

 委託施工で、見た目・施工効率優先
となったため、下に隙間ができてし
まった。

 ２０㎝ぐらいの隙間があるとシカが
通ろうとして隙間が拡大する。

 維持管理のための組織、ルール決め
が必要。

 効果的な開口部対策の研究。



 倒木による破損

 機械をぶつけた事による破損  強度不足



 特殊な開口部対策事例



ダイクレの市販グレーチングを利用した
テキサスゲート

・右記のタイプ 長さ４ｍ、施工幅１ｍにつ
き50万円（設置費５０万円×○ｍ）

・南牧村３ヶ所、佐久穂町２ヶ所に設置

・マス目が大きく、スリップ等の危険を伴う
の設置場所が限られる。



 効果の検証（センサーカメラ設置）



南牧村ウルトラソニック

川上村ウルトラソニック 南牧村グレーチング

南牧村塩ビ管のれん



 捕獲対策の取組



 ライトセンサスの実施



 21年12月22日

午後８時～

 全農八ヶ岳牧場

 26頭



南牧村野辺山 全農八ヶ岳牧場・鹿ライトセンサス結果 

佐久野生鳥獣被害対策チーム 

実施日時：平成 22 年 5 月 12 日午後 8 時～8 時 30 分 
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・8 集団計１７２頭の鹿が観察できた。そのうちの３集団は大きな群れになっていた。 

・ピンクの線は 21 年度野生鳥獣総合対策事業でワイヤーメッシュフェンスを設置した 

広瀬パイロット野菜団地 

 22年5月12日

午後８時～

 全農八ヶ岳牧場

 8集団172頭



 22年１０月２６日

午後７時～

 全農八ヶ岳牧場

 8集団1０８頭


